コ□ナ石油フアンヒーター（強制通気お開放式石油スト—ブ) 

取扱説明書 
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このたびは、コ□ナ若ミ由フアンヒーターをお買 
いあげいただき、まことにありがとラございま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった穫もお使いになるちがい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでくださし、。 


A 危険 

(§) 

KEROSENE ONLY 

ガソ U ン使巧禁止 
使用燃料：な油 


感 

換気お要 

1時間に！〜2回 

情るとき 消が 
这プレー生厳萄 

么注意 

変頁した持ち越しロミ由 

使巧厳禁 


□ 特にま意しでいただきたいこと 

(まをのために必すお守りください) ——1 〜 4 

* な油の廃棄についで-4 

百使巧する場所 -4 

且备部のち称 --- - ---- 5 〜 8 

• 外観図•構造図-5 

• 操作部 • 表示部————--—— -一6 

•操巧部•表示部のなまえとはたらき——7〜8 

凸使巧前の準備- 9 〜 11 

• 徳巧前の冀備—— 9 

• 使巧燃料-9 

• 給油-10 

• 点乂前の準備と確認-11 

• 高地補正 -11 


正しく使つで上寺に節約 













国特にま意していただきたいことほをのためにおずお守りくださし、) 



么警告 (WARNING) 


スプレー 宙厳禁 


0 


スプレー 宙や力たットこんろ巧ボン 
ベなどを溫風のあたるところに破置 
しないでください。 

熱でスプレー定の圧力び上びり爆発し、 
盾険です。 


I 特に、ボンベびたットされた力じットコン□など危 
険ですので、温風のあたるところには置かないでく 
ださい。 



寝るとを消火 

福るときやが出するときは、必す消 
义しでください。交、人目の居かな 
いところでは、使南しないでくだちし、。 
不完ま燃焼や異常燃焼-火がのおそ 
れがありまず。 

換気必要 


滅 



© 


溫風吹出口 •空気取入□をふをがない 

♦巧類、紙などで溫風吹出□や空気 
取入□をふさがないでください。 4 ^ 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃ぶ^^ 
焼や乂災の原因にな0ます。 

♦ス1ブガードなどの園い[こ干し 
物を掛けたり、巧類-紙などで温 
風吹出□や空気取入□をふさいだ feayarlf 
場合や、カーテンなどで幫面の温 
風空気取入□びふさがれると、本 
体び過熱しで、操作部などび変お 
した0やけどや故障-破廈ずるな 心も悚 I 
ど大変危険です。 P W 



0 

P 

0 


換気せすじ使巧しつつ甘ないでください。 ^ 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、 

一酸化炭素などび発生しで中毒(こな: ^ ' 

るおそれびあります。交、乳幼焊や 
呼吸器疾患などのかたは、体調不良^ 

じなるおそれびあります。 

使巧中は必す！時間に1〜2回 （1 〜2み）換気しで、 
新鮮な空気を捕給しでください。 

換気び十分におこなえない場所(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使巧しないでください。 


可燃性ガス使用厳禁 

つアンヒーターを使巧しでいる部屋 I 
で、可燃性ガスび発生するちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使巧しないでください。 
义おや巧障の原因になります。 




0 



可燃性刀■ス 








么注意 (CAUTION) 


力ーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやずいちののをば、 
ほこりのぎい攝巧などでは使巧しな 
いでくださし、。 

义おか‘発をするおそれびあります。 


指や異物を入れない 

温風吹出□やフアンヒーターの巧部 
には、祇■巧-プラスチックなどの 
異物を入れないで < ださい。 

発煙. 発义のおそれびあります。 

湿風空気取入□のをに、指-棒■計 
盡などを差しこまないでください。 
けがをするおそれがあります。 


油漏れ確認 

繪ミを□は確実にしめ、給ミお□を下に 
しで、ミ由漏れがないことを確かめで 
ください。 

給油□が確実にしまっていないと簡 
単に開いで、乂がのおそれび友ります。 


9 


逆 


0 




〇 


I なれを確窗 I 


給油時消乂 

給ミをは、必、す消乂しでからおこない、 
こぼれたの;'巧は、よくふきとつでく 
ださい。 

义がのおそれがあります。 


シリコーン配合製品を使用しない 



0 


フアンヒーターをご使巧のお部屋 

では、枝毛巧コート液-化粧品-^ 

つや出し剖などシリコーン配さの\ぶ 
商晶を使巧しないでください。 

燃焼部にシリコーン酸化物び巧着も^^""""^ 

し、点火=スや途中消火などの原 シリたち品有巧□ち 

园となります。 

また、シリコーンか'原因の修理は保証期間内でち有料と 
なります。 

シ U コーン配さの商品には、 

• へアクア製品 

(ヘアートリートメント、ムース、巧毛巧コート液） 
•家具や床のつや出し剤 
などびあります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントに根元まで禮実に善し 
こんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使 
用しないでください。乂がの原因になりまず。 
姑れた寺での抜含差しはしないでください。 
感電の原因になります。 


異常時使用禁止 I 

におい、ずずの発を、炎の色など異 

常を感じたときは使巧しないで < だ ( 

異常燃烧のおそれびあります。 が、. 

•緊急時は電源プラヴを抜いで消火しでください。 


〇 


0 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、 
物をのせた0しないでください。 

また、電源プラグを旅くときは、コ 
-ドを持つで引言拖かないでくださし、。 
乂災や感電の原因にな0ます。 





ほこりの除去 

エアーフイルタは、週1回な上必ず 
掃除しでください。 

ごみ、商こりなどでフイルタびつま 
ると、舅萬燃焼のおそれびあります。 


居室内給油禁止 

給ミ由は、脱す火の気のないところでおこなって 
ください。 

义災のおそれがあります。 


〇 



0 


可燃物との距離を離す 


燃そやすいちのや障害物 
とは、必す図に示す距離 
をとつで設置しでください C 
特に力ーテンなどびファ 
ンヒーターにふれないよ 
ラじしでください。 

乂災の発をするおそれが 
あります。 


I IIJI 乂 \ 

100 cm じ〇ソ 




IScmrnj ： 



nScmOh 


15 cn 似上 


100 cm は上 


♦壁などに近つ‘けすぎますと、本体の部が過熱しで安を 
装置が作動することびあります。 






A 注意に aution) 


傾を•振動注意 


0 



水平な場巧で使巧しでください。 
振動の激しいところでは、使用しな 
いでください。 

異常燃焼や誤作動の原因になります。 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （12 ページ参照） 


►燃焼に必要な空気の濃度び薄 < なる高地(標高日 00 m 
〜1500 m ) では、高地調整び必票です。 

(11 ぺージ参照） 



0 


温風に直接あた5ない 


温風に直接長時間あたら 
ないでください。 

お温やけどや脱が症がに 
なるおそれがあります 。、 


♦お寺様、おを寄り、病気のちなどびお使いになる場 
さは、周囲の人げ十お注おしでください。 

•巧類などを乾燥した場さ、素材によつではをあせす 
ることびあります。 



高温部接自も禁止 

燃焼中や消义直樓は、温風吹出□付 
おび高温となりますので、手などふ 
れないでください。 

やけどのおそれびあります。 




I ルさいお寺様のいるご家庭では、特にを意しでくだ 
さい。 


保管時にしていただ<こと 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必 
す灯’;由を振いでください。 

傾けたり、横勘しの状態では保管しないでくだ 
さし、。 

火災のおそれが'あります。 


〇 


〇長期間使用しないとさは電源プラグを巧く 

^ 長期間使用しないときは、電源プラグを振いで 

\) ください。 

火災や予想しない事故の原因じな0ます。 




巧油の保管 

巧巧は、火気、雨水、ごみ、高温およ却直射曰 
化をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や火災のおそれがあ 
ります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、赶こり及び重属 
物を陈ましでください。 

恩こりがたまると湿気などで絶縁不良になり、 
乂おの原因になります。 


次の場巧では使用しない 

火災やず想しない事放の原因にな0ます。 


〇 


0 


♦が平でない場所、不ま定な場所 
♦風のあたる揚巧、部屋の出入□及び屋外 
■マントル ピース などフアンヒーターび画ねれる場巧 
•[まこりや湿気のぎい揚巧 
•不安定な物をのせた棚などの下 
♦巧燃性ガスの発をする揚巧又はたまる撮巧 
♦直射曰おの当たる揚巧、温度の富い摄戸斤 
•動.植物の育成-栽培など人のいない揚戸斤 
♦標高び 1 日 oom を超えるよラな高地 
•理■美客室、クリーニング店などスプレーや化等襲品 
を使ラ場所 


〇 


曰常のお手入れ時の注意 

曰常の点検-手入れは必ずおこなつ 
でください。 

点横-手入れは消乂德フアンヒータ 
一び十分;ちえでから、必ず電源ブラ 
ヴをコンじントから损いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。 （17 〜18ページ参照） 


分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買いあめの販売店に修理を依頼しでください。 


〇 
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A 注意 ( 

運搬ずるとき A 

つアンヒ-夕-を運搬する場含は、給ミ由タンク 
を旅さ、巧受け皿巧のな';をを抜いでください。 

運搬の遗申でな巧びこぼれで固囲をちすおそれ 
びあります。 

CAUTION ) 

変質灯油禁止 ^ 

変質なミ由（持ち越したな;'由）、不純な油（水-ご 
みなどび混入したなミ由など）を使巧しないでく 
ださい。 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 

廃棄ずるとき A 

フアンヒーターを廃薫処分するときは、必す給なタンク-固定タンク内のな巧を給;'由ポンプなどで拖き取 〇 

っでください。 （18 ページ養照） 

なミ由び入ったまま廃囊ずるとリサイクルの際に思わめ事故になるおそれがあります。 

V ソ 


お願い (NOTICE) 


灯油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、の;由をお買い巧めになった販売店にごホ目談ください。 


国使用する場所 

効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、帯気びファンヒーターで暖められ、 
温風としで巧流しますので効果のです。 



温風の循環を巧げないで 

♦温風吹出口の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物か‘あると、部屋の温度にむらか’できるばかりでなく、本体の温度び上昇 
しで危険でず。 

♦温風吹出□側の空間を広くとれる厦巧を題んでください。 



^©•熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使巧すると、変色した0、そり返ることか’あ0ます。 

熱に強いマットなどを敷いでください。 

•移動するときは引きすらないでください。床面、畳、カーペットに傷をつけたり、本体底面の塗装力すはび 
れでさびの原因になるおそれびあります。 


D 











国各部の名称 

外観図-構造図 


camP 


巧量計(側面） 


10 


タンク室フタ 


過熱防止装置 


19 


ク J レトラサイン 


8 


燃焼確認窓 


12 


湿風の出 □ 


17 


前パネル 


置台 




詳しい説明のあるページです。 


給油タンク 


10 



給ミ由 □ 


10 


とつで 


操が部-表/示部 


6 . 7.8 


オイルフイルタ 

画 


電磁ポンプ 


固定タンク 


18 




ルームサーモたンサー 


- 0 _ 

〇| 11111111111111111 



温風を気取入 □ 


[ 17.19 


燃焼空気取入 □ 

(エアーフイルタ 


17 





















操作部.表示部 




を）イラストは説8月のためを部点な • 表示した状態にしであ0ます C 



温度表巧 


現在時刻表巧 


時計をせ表示 


タイ7—合せ 
(時刻)表示 


离通電表示 


設定温度室內温度 


誠を 88 難 


S の 

温度/時刻 


(mm 


デジタル表示部 

設を通度窒巧通阜_ 應巧拓か 

が悔1左測：親 


キーを巧すと表示 
び切りかわります 


表示切換 


参運転中（タイマー運乾中） 

左測：設定温度表示 (12 で〜30で） 
ち側：を巧湿度ち巧 （ 0で〜35で） 


設定温度室内湿度 

午ぁ / u ' 35 1 


設定湿度室内温度 

年前 8 : 3 日繼 


設定温度室内温度 

早感 6•.船 r 


設定湿度室内温度 



使 

用 

前 

に 



♦停止か（タイマーたツト中） 
"時計台せ"消な 
を図は午後10時35分の例 


"時計含せ"点灯 

左図は午節8時30分にむットの例 
己拙が上放置すると []] じ戻ります 


IIタイマ—合せ"点な 
を図は午前6時3日分にたツトの例 
己秒な上放置ずると m に戻ります 


電源プラグをコンじントじ差しこんだとき觸巧時刻が 
未 iz ツト)や厚電搜の再适電のとさの表示 


" 〇戶货点滅 

消し忘れ消火装置じよる自動消乂15分前〜 

タイマー運転による1時間自動消乂15分前〜 

"i 弓"の箇刷ま、1分経過ずるごとに"が•"ぶ'…と減暮し 
でいきます。 


" oW 点Iな 

消し忘れ消义装置による自動消火 
タイマー達転による1時間自動消火 


f 日表示：巧震自動消火装置の作動 

5^?再廈、点乂操作をしでください。 

その他の e 表示についでは、19ページを参照しでください。 































操作部-表示部のなまえとはたらさ 


I 詳しい説明のあるページです C 


ル部屋キ 


ル部屋モードの選択-辭除をするときじ巧し 
ます。 

(操作音選択：ピツ，解陈：ピピツ） 

ル部屋モード選択時ランプが点なします。 


タイ7—運輯キー 


[15-161 


タイマー運嚴のじツトをするときに巧します。 
また、タイ7-運転中、タイ7—運乾を靜陈 
するときに押します。（操作音：ピツ） 
タイマーじットが態とタイマー運転時にラン 
プび点なします。 


給油表巧 


皿 


ミお切れにより、自動消乂する20〜40巧位前と 
自動消火したときじ点滅します。 

ミ由切れによる自動消火時は運転ランプび早い 
点滅となります。 


換気表巧 

1時間運記するごとに1分間点滅しで、換気時 
期をお知らせします。 

換気表おにたよらす1時間に1〜2巨 
必す換気しでください。 



設定湿鬟室內窥度 





— 


妙速点乂じット時ランプか‘点なします。 


チャイルドロックキー , 一 I 

チャイルドロック表示 ^ 

チャイルド□ックのじット-辭除をするとぎ 
じ3回巧します。（操作音：ピッ） 

チャイルド□ックびたット状態のときに —C 
び表示されます。 


bsbibS 

■ *!1 ■ - M J 


延長時間它レクトキー 画 

運転を延長ずるとさ、運乾残り時間をじレクト 
するときに巧します。 

(操作音：ピッ） 


1回巧し 
2 ◎押し 
3回押し 


3時間 
2時間 
1時間 


時刻をせキー 


現を時刻とタイマー時刻を合わせるときに 
押します。 

時：時台わせ（操作音：ピピッ） 

分：分合わせ（操作音：ピッ） 


温度キー [ 

設定温度を変えるとぎに押します。 

一：温度を下げる（操作音：ピピツ） 
+ :温度を上げる（操作音：ピツ） 





















運送時の傷を防止ずるために操作部.表巧部の表面に保雲シートを貼っていまずので、取り除いてください。 
(コーナー部分にセロ八ンテープを貼り巧け、いつしよにはびずとより簡単に取り除けまず。） 


>キー操作は、1回(ピツ)と2回(ピピッ)の操た音で操た巧客をお知らせします。 


運睹キー（運転ランプ） 



- U r5?oTTro7W. ij - 、 

緑回 

点乂-消乂すると春に巧しまず。 
操作音点乂時：ピッ 


コランプ点 

ミ励：ず熱中 

消乂時：ピピッ 

f 選転7 

点 

な：燃烧中 

、 

\ A/my 

旱い点滅：なんらかの原因で自動消火 

ノ 


高地切替スイッチ „ 

高地切替表示 ^ 

標高び 500 m が上の攝巧で使巧する攝 
さにたットします。 

高地コースじじットされでいるときに 
置! a び表示されます。 




表/示切換キー 

回 

1回がずごとにデジタル表示か‘のりか 

わります。（操作音：ピッ） 


^運転時：温度 


r " 停止時：時刻1 

レ 


時計含せ 


ウルトラサイン緑 


運転状態 点灯が態 


運乾状態 

t 

通當運転時 


タイマー運記時 



有動消乂10分前 


自動消乂 3分前 
白動消义 




遲い点滅 


早い点滅 
消灯 




IM——"ai 


ピー.ピー 


(ピー•ピー•ピ ー) 
■ (ピー•ピー•己 


ウルトラサイン 


運転状態 

点灯状態 

ブザー音 

巧切れで自動消乂 
する20〜4日分位前 

遅し''点滅 

(ピピピツ •••） 

ミを切れで白動消火 

早レ点滅 

(ピピピツ •••） 
































使用前の準備 

使用前の準備 _ 


包装箱からファンヒーターを出す 

♦包装箱からファンヒーターを取り出し、纖衝材を取り除いでください。 

■包裝箱、絕衝なはファンヒーターの保管に胁要です。また、取扳説明書ち稳れす 
に保管しで < ださい。 

. < < ' 

参次のことは、工場での燃焼テストによるをので、異常ではありません。 
•固定タンクに少量のなミ由か‘残つでいる。 

•オイルフィルタびぬれでいる。 

♦温風吹化□から見える燃焼筒（炎を囲んでいる筒）か’変色しでいる。 


上緩衝が(左) • 




上緩衝が(ち） 
ータンク巧そ 



使用燃料 


燃料は必ずな油 ( J 旧1青な油)を使用しでください。 

• I 絲岛ガソリンなどの揮発性の高い油は組巧に使巧しないでください。乂災の原因になります。 
• 嘘樹 変質0ミ由、不純な油は絶対に使巧しないでください。 

参湿加]剤や助燃剖などは使巧しないでください。 

参な油は必す义気 • 雨化 ■ ごみ • 高混および直射曰おをさけた場所に保营しでください。 


巧油とガソリンの見分けかた油の保管のしかた 


指射こ燃斜をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない巧でおこなつでください。） 


溜 



巧油はめれたまま I ガソリンはすぐ乾く 


参な油は必す义気、雨が、 
ごみ、高温および直射曰 
化をさけた攪巧に保管し 
でください。 

•直射曰化び口油を変質さ 
せるため、着をしたなミ由 
巧のポリタンクをお使い 
ください。 


良い保管 



悪い保管 


錫 

城 < 


変質灯■油•不純なミ由とは • 


巧 シー プンよ 
り持ち越しの 
巧油 


塌除 



長期間曰巧に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管した巧お 


容器のふたび水-ごみや巧 
開 I だあったり、油ながの巧び 
乳白色のポリ ほんのわずか 
容器で保管し でち混入した 

た口巧ィ —N 口逆 乂 —N 


0 0た。で。姐0 



% 



く5^ r 水•ごみ•巧ソリン‘ 
ィ■巧•沒巧进， 


•極度に変質したちのは、黄色味びかつたり、すつぱい真いがし 
ます。 

•口油はシーズン中に使いきりましよラ。 


変寶巧油の見分けかた 


コップに化を入れ、その上にな'油を入れで、背 
後に白い紙をあでます。 


良質な油 


変質な油 


HHM 


かと同じ f \ 
無色透巧 \j 


かしでを色び 
ついでいるの';由 


•ただし無色透おでちすっぱい臭いがすれば変質 
ななです。 


■変質な油や不純な油を使巧すると、 

機器の故障の原因になります r 

•急化筒にタールがたまり、白煙び出で点火しにくく 
なったり、強い臭いびしで、消义しにくくなります。 

• 異常燃焼や違中消乂など故障の原因になります。 


■変質な巧や不純な油を使巧したときは… 

•給ミを-固定タンク巧のな油を抜夏、ぎれいな灯巧で2〜3回洗 
っでから使话しでくださし、。傭し乂由力、满っでいると再発します。） 
• 悪いミ由を抜きとってを効果のないときは、お賈いホめの販売店 
又は、おおくのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連給ください。 


•変質巧ミ由、不规巧油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の巧まがとなります。 
•変質のミ由の処理でお困0の場さは、灯油をお買い巧めの販売店にご相談<ださい。 


〇 















♦給;'由しないで使巧し続けると、ミ由切れとなり、自動消义します。 

•選乾ランプ . 早い点滅 

•給油表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（巧）……早い点滅 
•ブザー音ピピピッ 
でお知らせします。 


•なミ由か’なくなって消火 
した場さは、必す給'油 
しでから点乂操作をお 
こなつでください。 
給迎をしないと再運転 
でさません。 


垂固定タンク巧の灯ミをか’かなくなると 

•給油表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……遅い点滅 
•ブザー音ピピピッ 
でお知らせしますので草めに給ミ由しで 
ください。 



-イ練パ S ) 示 


ウルトラ 
サイン(巧） 
〈遲い点滅〉 


ブ ザー 
<ビビビツ> 


--(35 y - 

か’巧ノ 
、、 I ,, 

mmm - 

I '、 

( r みが 》 


運居ランプ 

〈卓レ点滅> 


給巧表示 
〈点滅〉 

ウルトラ 
サイン(ホ） 
焊い点滅〉 
ブ ザー 
〈ピピピツ〉 



G 么注意1給油は必ず消义しでから义の気のないところでおこなってくださし、。 


運乾ランプ 
給'油タンク 


•給油タンクを取0出し、給油□を開< 


タンク室フタ 
給油表示 I 一 


©ちける 


才ーブンつまみ 


①強く引< 


秦才ーブンつまみを強く引いで、給ミ由□を開い 
でください。 

•燃焼かは絕巧に給ミをタンクを巧り出さないでくだ 
さい。 

•給ミ由タンクは、/巧つけたり落としたりしないよラ、 
でいねいに取り扱つでください。 


ウルトラ 

サイン 


3•給油□をしめる 

参 注意 I 給油□は、確実に「パチシ J と音力《するまで図の位置を強く巧し 
で確実に□ックし、巧端を指で持ち上げで開かないことを確力、めでください: 
給油□を下にしで、油漏れびないことをおかめでから、ファンヒーターに 
正しく静かに入れでください。固定タンクや給ミあタンクに強い衝撃をあた 
えると、油漏れやが障の原因になります。 

♦ 瓦注な I 給油□が確実にしまつでいないとロミ由びこぼれで、义災の原因に 
なりまず。 お化□(断面） で J 

♦給ミ由□のな部などに、ごみなど. JL ■ _ 

びはさまつている場合は巧り除^ ■ :：1 r 

いでくださし、。 I 畳 J 

〇謹若 


な梅実にロック■►②□ックのお窥 


「パチン」と富びす 
るまで強くがしで 
ください。 

苗 < 巧す 


給;を□をしめたあと' 
巧端慰上げ、 
開かないことをお 
かめでください， 


こぼれた！灯油はよくふきおつでくだ 
さい。 

給ミ由タンクび正しくた ッ トされで い 
ないと、不着义や透中消乂の原因 
になります。 


• I 成を意 I 給油は必す消火しでからおこない、フアンヒーターのおくではおがにお'巧しないでください。 

•をえたところで給巧し、給ミ由量か’かない（半分が下）場含は、給油□を開いたまま、しばらく室温になじませでからじット 
しでください。 



給油 


旦 

油切れお义 


を給 
計 、 
量ら 
由 こ 

ご/ J #/ 

、 0 
でね 
し変 
巧。び 
使 r; 色 

碧巧 

巧"ぶ 

プでらさ 
A し <ご 
ポ巧分< 
巧給半で 
給らのめ 
のび計や 
販な量を 
市見巧油 



つますいい 
入せまさな 
でさ〇だけ 
ま形な<抜。 
ろ変にでび S 
こ。で因いスさ 
とすえ原な-だ 
のま加のせホく 
計きを化さので 
量で力漏おブし 
油つに油変ン意 
びわ □ 、、ポま 
油変巧とで巧ラ 
なに給すの給よ 


















点乂前の準備と確認 


が平な場所に設置 

水平で安定のよい巧の上に設置しでください。 

•水平に設置されでいれば、巧震自動消义装置は自動的にじットされます。 

•傾斜した場巧や、振動の激しい揚巧で使巧すると、燃焼不良の原因になります。及、巧震 
自動消火装置び正しく巧動しません。 


油漏れのお認 

置台.給ミをタンクじ、ミを漏れ-ミ由たまりや油のにじみびないか禮認しでください。 

■ミ由漏れのときは、使巧を中止し、給油タンクを取り出しでからお買い來めの販売巧にご相 
談ください。 


電源の接続 

電源プラグをコンたントに巧の根元まで砲実に差しこんでください。 

am 電源プラグ•コードの発熱•発火を防ぐために… 

•電源は、必す適正配線された単ホ目 100 V のコン它ントを使巧しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器具とのタコ足配線をしな 
いでください。 

♦電源プラグの抜ぎ崇しは、必すブラグを持つでおこなつでください。 

•ほこりなどの付着びないか、とぎどぎな検-掃陈をしでください。 


高地補正 _ 


標高が目 OOm を超える搞巧では、酸素不足により黄火燃焼(赤义)になる攝合力《ありますので高地補正 
をしでください。 

注意 j 標園 1,500 m を超える高地では使巧しないでください。一酸化质聚中蠢の原因にな 0 ます。 


コンじント 



標高己00〜1，000 m 


〈標高か‘ 500 m 上の主な都市〉 

長野県一松本巿、聞爸市、飯田巿、-顯訪巿、ル諸巿、 
伊那巿、佐ス巿、大の市、宗野市、痛尻巿、駒ヶお市 
山梨県一•富±吉田巿 
岐草県一高山巿 
栃木県一曰光巧など 


標高1，000〜1，已〇 Om 




高地の營表お 


冒巧の替スイッチ 



\ 感 Ir^f^ © 


於妈1 

金、..—〜."ィ 

運な； 

L 入/切ノ ノ 


が: 

温度/時刻 


〈標高か"1 ,000 m な上の主なのが〉 

長野県一木富お、リ 1 上巧、原が、南牧巧 
群馬県一草建のなど 


>延長時間たレクトキーのちにある高地切誓スイツチをつまよラじな 
どの細い棒状のちので2回}甲します。表示部に「の日日」區迎と表 
示されると設定完3です。（「の日0」の表示は、3砂間で消えます。） 


もとに戻ず場合(高地補正の解除または已〇 Om む下での使風」 


もとに戻す場合盾地補正の辭瞭または日日 Om な下での使巧)は、高地祝碧スイツチを2回、または1◎巧しでくださし、。 
表示部に「日 j と表示され、圆固表示び消えると、高地補正の觸陈は完3です。（「日の表示は、3秒間で消えます。） 

















国使用方法 



♦運嚴ランプび点滅します。 

参ウルトラサインび点なします。 

•デジタル表示部に「設定温度」と「室内温度」び表示されます。 

•ず熱わ夕完可すると自動点火し、違転ランプび点灯に蜜ねり運輯を開始します。 

•着乂時、放霉音と同時に着 W 音を舞します力*、異常ではありません。 

•点义操作から放電（着义）まで、室湿により多少変化しますび、約2分30砂のを熱時間びかかります。 

(做县時 （5 でな下）は、す熱時間び遇常より約1分程度長くなります。） 

• お乂時や消义時には、 e 煙や黃いザでますが黄ちではありません。 

(寒い.ときの点乂時には、燃焼ガス中のが霖気び白く見そるため、适常よりをめの白煙び出ます。） 


炎のが態の確認 


参着火しましたら、燃焼確認窓から燃焼状態を確認しでください。 

•出荷瞬に燃焼がおを調節しであります。ち一、燃焼がおが不適正の隔さは、お買いおめの販 
売店にごす目較ください。 



〇正常燃焼 

青いおの中にかし黄色い炎か’混じ 
っでいる。 

バーナが號熟することびあります、 
か’異萬ではあ0ま甘ん。 I 

、 C - 、 iuiLd 

、 に） 


Xu フト燃焼 

炎び滞んだり還いたりし、音や臭 
いが出で、な消えすることびある。 



X 黄义燃焼 

黄色い炎か i 連続しでを周に出でい 
ミ)。 




■ネリめでのご使巧-シーズン初めの初使巧時には . 

•結ミちタンクをたツトしで力、ら、4〜已か巧待つで点火操たをしでください。 

•防ミ青をや塞料などび焼けるため、煙や臭いびでます。しばらくの間、換気をしなびらご使巧ください。 

•送ミを経路のを気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。点义操作を2〜3回くりかえしでください。 

•着火時、送油経路への空気の混; M こより、煙や真いび凳をし、一時的にがれ‘大きくなることびありますので' 温風の出口に顔 
をむブけたり物を置いたりしないでください。 

•を熱時間び通常よりかし長くなることびあります。 


12 












消乂 


運転 キーを 巧す 




♦消义し、運窗ランプ及びウルトラサインび消なしまず。 

•消火操巧渡、約1砂棲に燃焼を厚止します。 

•消义を、本体内部が冷却するまで送風フアンか‘回ります。送風か Ih まるまで電源プろヴ 
を巧かないでください。 

•消义操作後は、义か’消そでいることを確ろ、めでください。 

•消义時、電磁ポンプの制御音(ヒューンといラよラな含)びします。(ニオイカツトメカの動作音です） 


■ニオイカツトメカとは… 

電寺制御電磁ポンプで、臭いの原因となつでいたノズル先端に残ったな油を吸引し、 
消火時の臭いの巧となるな;'由を残しません。 


•露急時なかに、フアンヒーターに強い衝撃をち无たり、電源プラグを巧いで 
の消义はしないでください。 

♦消义直後に再点义すると、着义音びさか大きくなります。 

♦むやみに点义、消义をくりかえすと、賣いの原因にな0ます。 

• 巧巧巧の送風フアンか’回らすに消义した場さ（電源プラグを巧いでの消义、 
停電、過熱巧止装置のた動）は、本体上部や湿風空気取入□か’熱くなり、 
やけどのおそれか’おります。 



消し忘れ消乂装置 


巧一の消し忘れを防止するため、点乂操巧を3時間で自動消义し、ブザ 
点亦 ^ 1 ^—I I 酒を 15分前 I 成 I 消义10分前 


FF 表示の点口でお知らせします 


w|MBMgWgB 


運乾を延長ずるとを（延長時間セレクト） 


延長時間12レクト年—を押す ♦連続で運乾したいときは.、自動消火する前に延長時間じレクトキーを 

巧しでください。 

___ ま甲したときから、さらに設定した時間だけ運乾を継続します。 

一一一—,—一 * ( '〜 ’"-’1- -参延長時間じレクトキーを1回ま甲すごとに、運輕巧り時間び巧のよラに 




巧さ V 


圏 


遣べます: 


設定温度ま内滿度 



1時間 

度定温度室の温度 



延長時間じレクトキーを}甲しでいる間、デジタル表示部には延長時間か•表 
示されますが、字を放すと自動的に温度表示に巧りかわります。 


瓦警 告 1 長時間連続しで運転ずるとさは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 


室温の調節 

温度 キーを 巧す 



参温度キーを押して希望の温度じさわせでください。 

ま申すごとに1ですつ変わり、押し続けると連続しで変わります。 

参デジタル表示部の設定温度を見ながらたットしでください。 

(12 で〜30でまで它ットできます。） 

参一度じットすると、電源プラグを巧いたり、停電などか•ないかぎり、設 
定温度は記憶されます。 

•视期設定温度は22ででず。 

■ルームサーモじンサーにより、設定温度(こ瞄じで自動のに义力調節をおこない； 
ます。 

* ルームサーモじンサーはファンヒーター周迈の温度を感がしでいますので、お 
部屋の温度計とは数値か’一致しないことびあります。 

•ファンヒーターじ直前曰光やすぎま風びあたつでいたり、他の巧熱器具の影響 
を香けでいる場ちには、ルームサーモ它ンサーび正瞄こ作動しません。 
































ル部屋モード 


最大义力をおさえ、たーブ運転をずる機能です。 

ル部屋キーを巧す 


杉ィ -? 少提吗 U 1 馈屋■た 


が旧 


ふ{運乾 
V 入/切, 


>点乂操作後、ル部屋キーを巧しでください。 

ル部屋ランプび点灯します。 

い」、部屋モードを辭陈したいとさは、ル部屋キーを 
ま甲しでください。ル部屋ランプか’消なします。 



■ル部屋モードとは…… 

最大火力を40%おさえで遷輯します。最大义力を下げで使巧したい揚合（ルさなお部屋、客巧•秋□など）は、ル部屋モードを 
お還びください。ル部屋モードでは、室温が設定遍度より約3で上昇すると自動のに消义（じーブ消乂）し、設定温度まで下が 
ると自動のに再点义しで、室温を調節します。たーブ消火かは、ル部屋ランプとウルトラサイン（緑）のみ点灯しでいます。 


■たーブ消义時のランプのつきかた 




.消な 

〇運をランプ 


秒速点火 — 


点火時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ砂速点火をじットしでおくと、運転キーを押しですぐに点火できます。 

秒透点义キーを巧す 寧時^5三 



鼓 ©!^ 


8:3日 


.獲) 


が 


秒逮点义ランプか’点なしているとぎは、運転停止中 
でち本体上部や温風空気取入□ぴ熱くなり、やけど 
のおそれびあります。 


参妙速点乂ランプカ*店(灯します。 

♦砂透点义ランプを点のしでおぎますと、点乂操作を 
約5砂で点乂します。 

♦砂速点乂をお陈するとぎは、ちラー度秒逮点义キー 
を押しで、砂速お义ランプを消灯しでください。 
•ちらかじめ砂速な火ランブを2お30嫂な上点なしで 
' おかないと、砂を点乂しません。 

• 妙を点义は18時間たつと自動的にお除されます。 

’ •運窗キーをま串し、運乾を始めますと白動のに秒を点 
火は解除されます。 

•秒逸点火ランプカ*点なしでいるとぎは、運転停止中 
のみ約100 W の消費電力びかかります。 

• タイマー運乾にすると砂速点义は自動的に阐除され、 
砂速点火キーをま甲しでち妙速点义ランプは点なしません。 
• 消乂直後に离点义した場台、再点乂じ己秒が上かか 
ることびあります。 

• お温時は点乂時間が延びることびあります。 


ラ"ヤイ/レ□ツク _ 


お子様のいたすら操作を防止します。 

お寺様などによるいたすら操作の防止や、誤って運鼠キーを押しでち点火しないよラじしたいときに使巧します。 


チャイルド□ックキーを3回巧す 

チャイルド□ック表示 

\、一 な三 0 / 


〈3砂]^内〉 


>チャイルド□ックキーを3秒巧に3回押しでく 
ださい。達転かまたは停止かでちチャイルド□ッ 
句できずす 

>表示部に♦」と表示されるとじット完3です。 

>チャイルド□ックの辭除は、再度チャイルド □ 
ックキーを3砂が巧に3◎押しでください。 

•運転中にチャイルド□ックをじットすると、たット 
中は運輯停止（消义）操巧な州ま受け巧けません 。X 

•停止中にチャイルド□ックをむットすると、じット 
中はすべでの操巧を受け巧けません。※ 

※：但し砂速点义の輯除とチャイルド□ククの辭陈操作 
は受け付けます。 

• 3時間自動消义時及びタイ7—運輯による自動消火 
時にチャイルド□ックを解除する場含、還乾キーを 
1回巧しで 「 OFF 」 表示を醉除しでからおこなつで 
ください。 「 OFF 」 表示を稱除しないと、チャイルド 
□ックの解餘はできません。 















現在時刻のをわせかた 


•時計をせ表示にする 


I 削が 





E 巧の : 

温度/時刻 



「時計させ」 


参表示の換キーを押しで、デジタル表示部を時計合せ表 
示じしでください。 

•末じツトの場含、巧期表示は午後12:00となります。 


2• 時刻を含わせる 

妙 1 ™ Q ： 3xr^w 曝 ' 
兵、 

タン。、广二1巧 KU 



参時刻含せキ ー( 時）-(分）を押しで、デジタル表示部 
の時刻ををわせでください。 

♦キーを押しつづけると、表示は連続しで変わります。 

•時刻を含わせると是は、午前、午後をまちびえないよラミち： 
意しでください。 

• 已砂間操作びないとき、デジタル表示は自動のに元の表巧 
にちどります。 


[例]午前8時30巧に時刻を t ット 


タイマー運転 


鲁クイで—•げ谓ゾ/丐巧スサ 

たットした時刻になると運乾を開始し、設定温度じなるよラ火力調節をします。 

♦点火後1時間躍較ずると、自動のに消火します。 

まをにご使巧いただくため、点义を1時間で自動消乂し、ブザーと off 表示の点巧でお知らせします。 
(タイマーランプは点な） 


タイマー運乾のしかた 


1•タイマー含せ表示にする 


り^ 1* お5:日な 


A 

\ チでィルド } 




日少 

温度/時刻 _ 



r タイ 7 - 含せ」 


♦表示切換キーを押しで、デジタル表巧部をタイ7—合 
せ表示じしでください。 

参現在時刻のさわせかたと同様にしで希望のタイマー時 
刻に台ねせでください。 

•タイマー時刻は、1直它ットすれば電源プラグび抜かれる 
まで記憶されます。 

•未它ットの揚合、巧期表示は午前5:00となります。 

• 5砂間操作びないとき、デジタル表示は自動のに元の表示 
にちどります。 


2•タイ7—運転キーを巧す 


?-} お连.献）り補屋 





み Lt^ 

き 刻 


巧 




タイ7—違乾キーを巧すと運輯が'厚止し、設定の時刻に 
なると運転を開始します。 

♦運輯中、または運転キーを巧した後、タイマー達輯キー 
を巧しでください。 

♦タイマーランプが'点なし、デジタル表示部は時刻表示 
に切りかわります。 

♦タイマー運転を觸隙したいときは、運輯キーを押しで 
ください。タイマーランプか‘消なします。 

参合わせた時刻になると、自動のに運転を開始します。 







タイマー運輯について 


タイ7—で運乾を開始した場含は、点义を1時間で自動消义します 



続けで運転したいときは… 

1.タイマー運乾キーを押し、タイマー運転をお除する 




が旧 






2.延長時間たレクトキーを巧す （13 ぺージ参照） 


の: 


..ご書聲 

巧(5> しお 



温度/時刻 


• 苗1長時間連続しで運転するときは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 


•タイマー運挺は、特に間囲に巧燃物びないことを確認しでくだちい。 

•タイマーたット時刻を確認するとぎは、表巧切換キーを押しで、デジタル表巧部をタイマー時刻表巧にし 
でください。 

•未たットの場合や電源プラグをコンたントから抜いたとき、停電を再通電したときは、タイマー選転はし 
ません。 

再度、現在時刻をわせ • タイマー時刻含わせをおこなつでください。 


ウルトラサインの消灯 


ウルトラサインを消なさせたいときに使巧します。 

延長時間它レクトキーとル部屋キーを同時に巧す 


もィマ-)峽點ッ巧! 


午前 8-30 

き S の: 

〜温度/時刻一 

〈5秒間〉 



示の句 


P 

1入/切 



参停止中に延長時間たレクトキーとル部屋キーを同時に 
5秒間押しでください。 

• 2 回（ピピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び2 
回点滅しで、ウルトラサインの消なモードびじットさ 
れます。 

♦ウルトラサインの消なモードを輯除し、点なモードに 
するときは、停止中にちラー度延長時間じレクトキー 
とル部屋キーを同時に5秒間押しでください。 

参1回（ピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び1回 
点滅しで、ウルトラサインの消灯モードび解除され点 
なモードに切りかわります。 

• ウルトラサインの消灯モードでは、自動消乂とおミ由予告 
をブザー音でおがらせします。 

•消义をの本体冷却ず、じーブ消义中、タイ7—運輯中、 
秒速点乂の它ット中、チャイルド□ックのじット中は、 
ウルトラサインの消なモードのたット • 解除はできません。 

•電源プラグをコンむントから巧いたとさ、停電を再通電 
したときは、ウルトラサインの消なモードは瞬餘されます。 













国日常の点検•手入れ 

点検•ま入れは、消义をフアンヒーターび十分冷えてから、必ず電源プラグをコン它ントから巧いで 
おこなつで < ださい。 

:燃焼部の分锅、電気部品の分解や巿販品との交換は絕巧にしないでください。 

:♦フアンヒーターおよびその周のは、いつをぎれいに掃除しでおいでください。 

>故障-破廣したちのは使巧しないでください。 

使用ごと 


周遇の可燃物の点検 


参[么ま意]フアンヒーターの周辺には燃えやすいちのを置力、ないでくださし、。 


油漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


•ミ由びちれでいたり、ミ由のたまり、にじみが'ないか点検しでください。 
垂ミ由漏れのあるとさは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


週に一回 !; Lb 


エアーフィルタの掃除 




履親 エアーフイルタび、ごみやほこりで目ブまりすると燃焼不 
良の原因にな0ます。 

参エアーフイルタをはすしで、掃除機又は、ブラシできれいに掃除し 
で < ださい。 


•が洗いをしたときは、よく乾燥させでから取り巧けでく 
ださい。 

•エアーフィルタをはすしたままで使用しないでください。 
(はすしたままでご使巧されますと、ごみ-ほこりなど 
か’送風経路に侵入し、異常燃焼の原因になります。） 



温風空気取入□の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどが^付着すると風量か’減かし、本体の部の温度 
が上昇しで過熱防止装置び作動ずることびあります。 

•掃陈機又は、ブラシできれいに掃歸しでください。 

•ルームサーモ t ンサーをむやみに曲ばたり、ひっぱったりしないで 
ください。 ,_, 

♦湿風空気取入□の掃除をしてち (££ J 表あが燥返し表巧されるとき 
は、羽根や巧部にごみやほこりびぎくけ着しでいるときえられます。 
お買い巧めの販売店又は、修理資をま[(財)曰本石油燃焼機器保守協 
舍でおこなラ按術管理講習含修了舍 ( S ミを機器技術管理±)など]のい 
る店などに点検依頼されることをおすすめします。 


!-- - 

01 11111111111 iiiiii 



tl 


温風吹出□の掃除 


温風吹出□にが着したほこりなどび焼けたり、白く変色することがあ 
ります。 

♦本体や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわら 
かい巧でふき取つでください。しつこいちれは中性洗剤を使巧し、 
十分からぶきしでください。 


IT ムま袋 


•温風の出□はホー□一化上げですので強い力を加えない 
でください。変おしたり、ホー□—がはびれたりしで掃 
除の際にけびをするおそれびあります。 



17 




















こんな症状は 
ありませんか 


長年ご使用の石油フ アンヒーターの点検をぜひ 

♦ミ由ちれびする。 

参強いにおいびする。 

参運転中に異常な音びずる。 
•その他の異常や故障か‘ある。 




ご使巧中止 

故障や事故の防止のため必す 
販売店じご連絡ください。 
点橫-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
ホ目談ください。 


圓定期点巧 

長期間ご使用にな0ますと、器具の点巧び必要です。 

♦2 年に1回程度、シーズン終3後などにお買い求めの販売店又は、修理資宿畜〔(お）曰本石’;由燃赔 協宴 

(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修3者（扫ミ由機器技術管理±)など〕のいる店を 阪賴 

されることをおすすめします。 


•か洗いは絶巧にしないでください。水で洗ラと巧泣か’通過しなくなります。 

•オイルフィルタ及び固定タンクの掃陈をおこなつでち、点义しない-炎びリフトし臭い力 
消义する場合は、お買いずめの販売店に修理を巧頼しで<ださい。 


3.ごみやがを巧< 



ポ U バクツ 


固ちタンク 


♦固定タンク内にたまっでいるごみ 
やかを市販の給巧ポンプなどで巧 
いでください。 

•固定タンクの底にたまったごみや化’ 
灯油をふま取った場舍は、ティッシュ 
などを固定タンクの中に残さないでく 
ださい。残した場含、故障や異常 燃' 晓 
の原因になることがあります。 


4•オイルフイルタを 

•オイルフイルタをちとと 
しでください。 

■こぼれたの•油はよく及き巧 


1•オイルフィルタを取り出す 


! ! オイ儿つイ儿5 


>固定タンクからオイ 
ルフィルタを取り出 
しでください。 


•固定タンク 


オイ J しフィルタを取り出すとき、かやごみを固定夕 
ンク I こ落とさないよラをちしでください。 


2•まれいなな油で洗ラ 

♦オイル フィ 几 
ごみを取って 
灯ミ由で洗って I 
•ごみび取れじ 
齒ブラシなと 
です。 


•フィルタ部を破損させないよラを憩しでくださし> 
•フィルタ部に化び巧唐した巧さは、十がこ乾燥さ 



オイルフィルタや固定タンクに氷やごみがた 
まると、給油タンクにな油か‘入つでいでち… 


-•点义しなし、-にな•にミ] 

•おか’リフトし、臭いびする 

•点乂しでち途中消火する- IFS 1 

.♦給ミ由表示が点滅し、運乾しなレ 


シーブンに1回!^ソ上 


参燃焼中■に本体をゆすり、巧震自動消义装置か‘作動しで消乂するか蹈認しでください。 
作動するとデジタル表示部に〇を表示します。 

•巧震自動消义装置は絶巧に分辭しないでください。 


月に1回 !; Lb 



その他 













国故障 • 異常の見分け方と処置方法 

安を装置が作動しで自動消义し、デジタル表示部に f 表示でお知らせしまず。 

運歷キーを巧し（表示は消えます)、処置をしでください。処置後ち f 表示するとさは、お買い求めの販売店にごホ目談 
ください。 

(修理を依頼されるときは、 f 表示値をお知らせください。） 


表示 


國•网•阿 


__原因_[安全装置]_ 

• 強レ地震や振動、衝撃を受けたと苦 
• 本体を愼けたとさ 


[巧震自動消义装置の作動] 

•遥か失火したと苦 
•点义=スをしたとさ 
•異常燃焼をしたとぎ 
•不良な油を使巧したとさ 
•送;'由経路に化または、ごみびたまつでい 
るとさ 

♦エアーフイルタの目づまりによる燃焼用 
空気不足のと含 

• シ1」コーン配ちの商品を使巧したと廷 

シリコーン配含の商品じは、 ヘアー ト U — \ 
トメントや ムースな ど枝毛巧へアクア類 
の化粧品や、家具や床のつや出し剤など 
びあります。 


_ 処置方法_ 

• 水平で安定した焉巧で懂巧しでくださし、。 
•地震によつで作動した場含は、周固の巧 
燃物、本体の損傷、な巧のあふれなど異 
常かス f いことを確認したを、点义操作を 
しでください。 

(た動後は白動的にたツトされます。） 

• 曰雷の点検-手入れ（17’18ページ善照） 
をしでから点义標巧をしでください。 

• 良質の灯油を使巧しでください。 

•をミ由経路の水巧さ、オイルフイルタの掃 
除をしでください。 

• エアーフイルタを掃除しでから点乂操作 
をしてください。 

•シリコーン配含の商品を使巧すると、点 
乂しない、途中消义する原因になります。 
お質い巧めの販売店にごホ目験ください。 


[不究を燃焼防止装置の作動] 
[お义ま全装置の作動] 
[燃焼制御装置の作動] 


が] • 「 1 .--- 

(作動時） （1 き堅時） （復帰時） 


國•關 


网 


停覃したとぎ 

電源ブラグびなけたとき 


[停電まを装置の作動] 

• 温風空気取入□がほこりでつまっている 
とさ 

• 温風吹江!□かぶ\さか‘れでいるとぎ 
• 温風峽出□の前面に障害物などびあるとき 

[過熱防止装置の作動] 

•ち一の消し忘れを防止ずるため、点义操 
作後3時固で白動消火します。 


通電を、点义操作をしでください。 

巧源プラグを確認しでください。 

過熱防止装置び作動した場さは器具びち 
却しでから、点义操作をしでください。 


•本体び;ちえでから、温風空気巧入□や溫 
風吹出□の点検 • 清掃、周囲の確認をし 
たを、点乂操作をしでください。 

(17 ぺージ参照） 

•処置後ち繰返し表示するときは、使巧を 
中止し、お買いホめの販売店にごホ目談く 
ださい。 ___ 

•点义操巧をしでください。 

(12 ぺージ参照） 


因•國•國 
國•网•國 


[消し忘れ消义装置の作動] 

電気系統の巧障です。 


お買いなめの販売店にごす目談ください。 



炎がオレンジ色に精く。 

桂用中にときどさ「ポコ-ポコ」音かする。 
桂用中にときどき「コト■コト」音びする。 


巧めで使用するとき、煙や養いびでる。 


初めで使巧するときや、 シー ブン初めの巧使 
巧日寺に1回で着义しない。 


点义時や消义時に白煙や臭いび出る。 


燃'烧開始時や消义をに「ピチ-ピチ」音びする。 





…- 

コ ■■ 

□■■1 
■■匯 

□ロロ 

曲 ■ 

口 ■■ 

_ ] □口 

■■■ 

B 田 


ミ忌屈吹化□びちれる。 


次のよラな現象はが障ではありません。 

参條理を依頼される前にちラー度お確かめくださ ( 


チャイルドロックがたツトされでいる 


消し忘れ•消义裝■ヴ巧西した 


室湿異巧上昇防止装 S が巧動した 


エアーフイ ルタが目ブまりしでいる 


送巧経路接続部がゆるんでいる 


オイルフイルタが取りがけられでなし、 


給油タンクの装着が悪い 


を油経路(こかまたは、ごみ力でこまつでいる 


不良な迪をを巧しでいる 


給油□びしつかりしまつでいなし、 


油タンクに巧巧びない 


巧震 S 動ミ肖义装置が作動した 


厚雪中で扬る 


電源プラグがコン它ントに是 


コン它ントに履実に差しこむ 


参具含の悪いとぎは、巧の表ち参考じしで点検-処置をしでください。 

参処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


田田田田 
B 田田坦圓 

目田田 

目曲西 

目田田亞留 


通電されるまで待つ 


巧点义操巧をする。安定した場巧でを巧する 


経ミあする_ 

給ミ由□をしつかりしめる 


良質ののミあを使苗する 


送な経路の化巧き、オイルフィルタの掃除 
をする _ 

国定タンクに正しく装着する 


■ 

■ 

■ 

■ 

国定タンクに正しく装這する 





販荒店に慢理を巧賴する 





エアーフイルタを掃除する 


• 

• 


障害物を風0除く 


湿風空巧巧入□を掃巧する 


窓をちけ、部屋の換気をする 






チャイルドロックを辑陈ずる . 



耐熱壺料やほこりが焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでくださ 


固定タンクにな油か’みたされるまで4〜5巧位待つで点义操作をしでくださ 
い。 

送'庙経路の空気だまりなどにより、1回で着乂しないことびあります。2〜 
3◎点火操巧をくりかえしでくだをい。 

扁义時や满义時の夢みの白煙や臭いは異窜ではありません。 

器具本体か'熱により膨張、収縮するためでず。 


下記のよラな焉合おびオレンジ色に躍くことびありますび異常ではありませ 
ん。 

•ミ毎岸にちい巧など空気かに塩分か’をい揚合 
•空気中にほこりや水分か’をい楊ち 
_•超音波加湿器を使巧しでいる揚合_ 

給ミをタンクから固定タンクのちに巧ミをか’流化ずると苦の冒で異常ではありま 
せん。_ 

電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 


「曰萬の点検•手入れ J (17 ページ）にしたびい掃除をしでください C 


燃焼時 


点乂時•消义時 


白煙びおですぐとまる 


点义しない 


巧义で燃える 


を巧中お义する 


懂苗か室内び貢ラ 




〔U Hj rr 
CL rc rc 

油漏れびする 









































國部品交換のしかた 

部品交換のときのま意 


不完をな修理、調整は危院でずので、部品の交換、調整か’必量な場合には、お買い求めの販売店交は、修理資格童 
〔(財)曰本5ミ由燃焼機器保守協ミでおこなラ按術管理講習ミ修了者(石;巧機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 


部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 
消耗•祭化しやすい部品（交換が必要な部品) 



■特に消耗■お化しやすい部品 

(高温乂冀中で使话される部品） 

、♦冀検兒]器(フレームロッド） 

■長期間の使巧により 

消耗*劣化しやすい部品 
•パーナヘツド 
•バーナヘッドリング 

■変質な油-不純な油の使巧により 

冀化しやすい部品 
•オイルフィルタ ♦冀検知器(フレーム□ッド） 
•ポンプフィルタ ♦気化筒 •電磁ポンプ， 


画巧管(長期 PS 使用しない場合） 

おしまいになるときは、電源プラグをコンたントから拖き、巧の雲領でお手入れしでから保管しでください。 


1•な油をおぎ取る 

♦給油タンクと固定タンクののな‘油を巧ぎ取ってください。 
(18 ページ参照） 


•水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あ 
ぎの原因にな0ます。 

• 口;巧を巧かないと、保管時にこぼれたり、にじみ出 
たりしで危険でず。 



2•掃餘 をずる 

♦オイルフィルタの揺除をする。 （18 ぺージ参照） 

♦エアーフィルタ-温風を気お入 n の掃除をしでください。 

(17 ページ参照） 

掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

•温風吹出□-本体の掃陈をしでください。 （17 ページ参照） 
しめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 



3•保管する 

♦包装箱に入れで、湿気のない攝所に水平に保管しでください。 
取扱説明書ち大切に保管しでください。 

•逆さにした0、愼けた0、横彻しのが態では絶対に 
保管しないでください。 

巧けきれなかった巧ミちびちれで义災のおそれびあり 
ます。 
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置 



お 


曲 

愿 


巧 


使 


•油 （J 


■保証期間び過ぎているとをは 

♦お買い求めの販売店にご相談ください。修理じよって使巧で苦る製品についではお客様のご要望により育料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•5 油ファンヒーターの補修南性能部品（機能を組持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後6をでず。 

■修理に出されるとさは 

♦鹽送時や運搬時に給油タンク-固定タンク内に灯;‘由が残ったままですと、懷きや振動でな姐がこぼれることがありますので、 
必す抜き取つでください。 


参本書の「故障•異常の見分けちと処置ち法」（19’20ページ）の項にしたびっで調べでち良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごす目談窓□[こご連路ください。 

♦ご連絡いただきたい内容は巧の逼りでず。 

:の呼び}臟書をごらんください。 

•お買いあげ曰 

•故障が巧（で苦るだけ具体のにご連絡ください。） 

• ご住所-ご巧各-お電話塞号 
♦修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間かであれば保証書の規定にしたびって無料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださし、。 


♦このコ□ナ5ミ由フアンヒーターには保証香びついでいます。 

「お貢いあげ曰 • 販売盾ち」などの記入をお確かめのラえ、販亮度からお受けとりになり、大切に保营しでください。 
参保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

♦なのよラな原因による故障および事がにつきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。 

•変費な油や不純巧巧など、またなミ由おがの燃料使用による故廣や雪巧。 

• 含巧つた使用ち洁じよる故障や雲故。 

• シ I 」コーンび原因の修理。シリコーン配含の商品を使用したとき。 


7フターヴー ビス 


巧度有動消义装夏週熱防止装置な乂安ま装置燃焼制御装置 
停耍まを装置不売を燃焼防止装置消し忘れ消义装置 


点义時最大 650/650 W 
燃烧時 21/21 W 
0.8 W 

营おヒューズ 10 A 





0.66 kW 


3.19 kW 


0,064 L/h 


0.310 L/h 


号なミを) 


型 或の 呼び 

種 _ m _ 

点义 方な 


FH - E 328 Y 


気化な-強制通気お-強制対流形 
富任放電点火 


国仕 
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ma — 



に 

TE 
T 巨 


北陸地区 


関東地区 


FAX の 98)897 


広島サービスじンタ 


東海地区 
近畿- 


01 107002 本な • 工場 ミ条巧乗新保 7-7 于 955-8510 TEL (0256)32 —2111 ( 大巧表) 

巧崎工場 巧崎巧ま aj 2-5 S デ 945-0 S 17 TeL (0257)23 —5175(巧表） 

長岡工場長岡巧下条の含ノ浦1069 T 940-1 146 TEL (025 S )22— 2121 ( 巧衰） 


m 


黑 


京都 


836 - 


■ , 、_ ■— ホし 幌 安 巧 

北海道地区舌 

饱 ） 11 営黨巧 

» rr 44* SC 


苗広営裝巧 
1111 路空窠戸斤 
化見営窠巧 


ホし頓巧白石区平和遅 16 了目南 1-1 9 〒〇 03-0028 

札曠市白 5 区ホ至 3 を 2 了目 6-25 于〇 03-0873 

函館巿西お樓の 21 -2 テか n -0824 

化リ 1 巿巧化川商 1 を 2 了目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広;市西 18 を化 1 了白 1 7-1 - 080-0048 

訓挺巿巧園の 4-1 7 〒〇 85-0038 

j じ寅巿美ちの 9 - 1 -30 千 090-0064 


下 E しの 1 1 ) 864 — 0440 (巧表） 
T 己 L く 01 1 ) 879 —2121 くげ表） 
TEL か 138 ) 48 - 6070 巧表う 
T 巨し ( 0166 ) 37 — 2330 ^ イザ表） 
TE しか 155 ) 35 — 751 がげ表） 
TEL く 0154 24 — 419 パイザ表 5 
TEL ( 0T57 26— 23 03 (ィザ表） 


FAX ( 011 ) 863—3154 
FAX ( 0 り ）871 —2000 
FAX ( 0138 ) 48-6080 
FAX ( 0166 ) 37-2338 
FAX ( 0155 ) 35-7510 
FAX わ 154524 -0451 
FAX ( 0157 ) 26-2107 


東北地区 


爾 巧ち 店 
再巧サービスたンター 
が西爸崇所 
が苗サービスじンター 
八 戸 営窠所 
ノ、戸サービス它ンター 
扯前ま窠巧 
化前サービス它ンター 
留岡尝装巧 
留西サービスたンター 
が巧営装巧 

油 台ち 应 
f 山台サービスたン ター 
前山営巧巧 
山お含な巧 
圧の爸巧所 


脅巧巧ちお 1 了目 1 2-38 〒〇 30-0946 

青巧巧ち輯 1 了呂 1 2-38 〒〇 30-0946 

秋田巧ま巧巧 4 了目 4 - 1 8 デ 010 -091 7 

が田巧か化りに千刈 109-3 tOI 0-0802 

ノ \ 口巿巧巿 4 了目 4-7 - 031-0073 

ノ \戸巿売巧 4 了目 4-7 デ 031 -0073 

化前巧田困 1 - 2-1 で 036-8086 

扯前巧巧西 1 - 2-1 - 036-8086 

留间巧 P32 - 1 -42 デ 020-0823 

盛巧巧 P お - 1-42 T 020-0823 

お帅巧か巧区が巧エ装国巧 4 了呂 79 で 023-0002 

1 山台巧宮城!?运曰ノおの 1 , 7-32 T 983-0035 

1 山色巧宮脉教区曰ノお巧 1 - 7-31 T 983-0035 

が山巧® 坦 1 - 51-9 T 963-8033 

山お巧巧切苗 3 •も 2S 甲 990‘2423 

巧由巧師巧 1 - 183-1 で 998,0103 


TEL ( 017 ) 742 — 8255 (巧表） 
T 己し ( 017 ) 743 — 2971 ( イザ表） 
TEL の 1 8 ) 864 -日 671 ( 巧表） 
了£し( 01 の 864 — 5219 (巧表） 
TEL の 178 ) 24 — 5289 (巧表） 
TEUOl 78 ) 47 - 6609 が表） 
TEL ( Cn 7 2 ) 2S — ； 3910 如表） 
TEL ( 0172 ) 26 — 4770 (巧熟 
TEL の 19 ) 622 - 4791 ( 巧表） 
TE し ( 01S ) 604 — 0 さ 81 (巧新 
TE し ( 0197 ) 22 — 41 巧(巧孰 

TE し ( 022 ) 235 — 3181 (巧执 
化し(〇 22 ) 783 — 1 巧 1 ミ巧巧 
TEL ( 024 ) 938 - 2240(ftH 

—. ■一 32S5 が R 

— 0571 (巧民 


TEL ( 024 ) 938-2240 
TEL 023 ) 642-3255 
TEU0234 ) 31— 0571 


FAX ( 017 ) 742-8275 
FAX ( 017 ) 743-1118 
FAX ( 018 ) 864-8468 
FAX ( 018 ) 864 — 57S0 
FAX ( 0178 ) 45-4290 
FAX ( 0178 ) 71-1344 
FAX ( 0172 ) 28-0191 
FAX ( 0172 ) 29-1133 
FAX の 19 ) 目 22-5244 
FAX ( 019 巧 04— 0283 
FAX ( 0197 ) 22-'4452 

FAX ( 022 ) 236-8810 
FAX 022 ) 783-1792 
FAX ( 024 ) 938-3021 
FAX 023 ) 642-3254 
FAX た 234 ) 31—0581 


修理サービスや敦品についでのご相談は機種ちをご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□じご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□にごす目談く 
ださい。 

香称、巧巧跑、電話番号は、変更する場含か'ありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 

コロナサービスセンター ーー_ _ 


佩0120 -SI 9.302 

た^ (修理受巧専用タイヤル） 

FAX 0120-91 9-322 


摸帯電話 ’PHS 等か S は 
養寄のサービスセンター 
へ直接おかけ < ださし)。 


化巧道-青森県-秋田県-着手県のお客様は最賽のサービス 
センターへ直接おかけください。 


お客様ご相談窓□一覧表 


巧巧巧技巧 
巧げ5^巧 
69111 
22315 
11110 
22950 
■一二】 
22616 
33822 
お 

55566 
22222 
00000 
ししししし 

EEEEE 

TTTTT 

44523 
66523 
尽8800 
00000 
55019 
55589 
99933 

〒で〒 ITB- 


巧巧の K 
西西中宙 
が防西和 
市巿布市 
巧 K 山な 
をを》な 

店一巧巧 
夕 

%巧 

口薑 

f 

巧 


燃燃路-激齡訟园 


97391 5810 
13136 7310 
51309 7765 
82309 0000 
M ■ M II 
52615 0043 
33822 6642 

55566 6667 
22222 7777 
00000 0000 

s 


102WA2330 


12 3 ® 20 


株が舍な： 31 星夏"#- 
























































































































































































